国際 (こくさい)社会 (しゃかい)の中 (なか)の日本 (にほん)

1 【近く (ちかく)なった海外 (かいがい)】
日本は海に囲まれ (かこまれ)ています。千年前 (せんねんまえ)であれば、おとなりの韓国 (かんこく)へ船 (ふね)で往復 (おうふく)しようと思えば (おもえば)、命がけ (いのちがけ)の旅 (たび)であることをかくごする必要 (ひつよう)があったでしょう。一度海をわたれば、再び (ふたたび)帰ってこられなかった人もたくさんいたことでしょう。海 (うみ)や河 (かわ)・山脈 (さんみゃく)をこえ、道 (みち)に迷いながら (まよいながら)、目的地 (もくてきち)にたどりつかなければなりません。100年 (ねん)以上前 (いじょうまえ)なら、外国 (がいこく)に行った (いった)場合 (ばあい)、再び (ふたたび)帰って (かえって)こられなかった人 (ひと)もたくさんいたことでしょう。21世紀 (せいき)の現代 (げんだい)なら飛行機 (ひこうき)を使えば (つかえば)1日 (にち)で往復 (おうふく)することが可能 (かのう)です。
　最近 (さいきん)は、高校 (こうこう)の修学 (しゅうがく)旅行 (りょこう)で海外 (かいがい)に行く (いく)ような時代 (じだい)になりました。航空 (こうくう)券 (けん)もひと昔前 (ひとむかしまえ)に比べる (くらべる)と、かなり価格 (かかく)が下がって (さがって)います。

2 【他国 (たこく)との違い (ちがい)】
住み慣れた (すみなれた)日本 (にほん)を一歩 (いっぽ)出れば (でれば)、日本 (にほん)の常識 (じょうしき)が通じない (つうじない)という話 (はなし)はよくあります。
日本人 (にほんじん)は集団 (しゅうだん)で行動 (こうどう)することは得意 (とくい)だけれど、個人 (こじん)で行動 (こうどう)することは苦手 (にがて)だともいわれます。
外国で救急車 (きゅうきゅうしゃ)をよべば、その費用 (ひよう)は自分ではらわなければならない国もあります。銀行が信じられず、貯金 (ちょきん)はふつう、自分の家でしているという国もあります。
　日本人 (にほんじん)は、お葬式 (おそうしき)やお墓 (おはか)の様子 (ようす)を見て (みて)いると、仏教 (ぶっきょう)がさかんであるように思えます (おもえます)が、特 (とく)にひとつの宗教 (しゅうきょう)を信じて (しんじて)いる人 (ひと)はそれほど多く (おおく)ありません。外国 (がいこく)からみると、信じる (しんじる)宗教 (しゅうきょう)がないというのは、非常 (ひじょう)に不思議 (ふしぎ)なことであるそうです。
国 (くに)による習慣 (しゅうかん)や考え方 (かんがえかた)のちがいは争い事 (あらそいこと)の原因 (げんいん)になりかねません。アジアの国々 (くにぐに)は日本人 (にほんじん)と似て (にて)いるところもありますが、国 (くに)によって制度 (せいど)の違い (ちがい)があるため、法律 (ほうりつ)をよく知らず (しらず)に行動 (こうどう)すると、思わぬ (おもわぬ)ことが犯罪 (はんざい)となってしまったり、事故 (じこ)にあったりするケースもあります。

3 【清潔 (せいけつ)】
日本人 (にほんじん)は清潔 (せいけつ)が好き (すき)で、食品 (しょくひん)の衛生 (えいせい)に対して (たいして)検査 (けんさ)がきびしいと言われます (いわれます)。食品 (しょくひん)を製造 (せいぞう)する工場 (こうじょう)では、何 (なに)か食品 (しょくひん)以外 (いがい)のものが混ざらない (まざらない)ように細かい (こまかい)チェックをしています。きびしい規則 (きそく)をもうけて、社員 (しゃいん)が油断 (ゆだん)をしないように管理 (かんり)しています。食中毒 (しょくちゅうどく)を出すと営業 (えいぎょう)停止 (ていし)というきびしいルールもあります。
お弁当 (おべんとう)を作る (つくる)工場 (こうじょう)を見学 (けんがく)に行く (いく)と、消毒 (しょうどく)液 (えき)での手洗い (てあらい)・マスク・作業 (さぎょう)着 (ぎ)・ぼうしをつけて作業 (さぎょう)をすることは基本中 (きほんちゅう)の基本 (きほん)で、品質 (ひんしつ)の管理 (かんり)のために限りなく (かぎりなく)努力 (どりょく)をしていると言って (いって)いました。工場 (こうじょう)の構内 (こうない)には、許可証 (きょかしょう)を持って (もって)いないと、立ち入り禁止 (たちいりきんし)の場所 (ばしょ)もあります。
うした日本人の規則に対して、やり過ぎではないかという外国人は少なくありません。


4 【子供 (こども)と教育 (きょういく)】
日本 (にほん)にいると学校 (がっこう)へ通う (かよう)のは当たり前 (あたりまえ)のように感じます (かんじます)が、まだまだ校舎 (こうしゃ)もなく、教師 (きょうし)もいないような国 (くに)はたくさんあります。毎日 (まいにち)のように授業 (じゅぎょう)を受け (うけ)、義務 (ぎむ)教育 (きょういく)で９年間 (９ねんかん)も学校 (がっこう)に通う (かよう)ことができる日本 (にほん)の子供 (こども)たちは、手厚い (てあつい)保護 (ほご)を受けて (うけて)いると言えます (いえます)。勉強 (べんきょう)ができることには感謝 (かんしゃ)しなければなりません。保育士 (ほいくし)や教師が細かいところまで、ていねいに教えるのも日本の特徴（とくちょう）です。多くの国が日本型 (にほんがた)の教育を参考 (さんこう)にしています。
学校 (がっこう)どころか、生きて (いきて)いくことすらむずかしいくにもあります。日本 (にほん)では伝 (でん)せん病 (びょう)で子供 (こども)がなくなる確率 (かくりつ)はたいへん低い (ひくい)ですが、貧しい (まずしい)国 (くに)ではたくさんの子供 (こども)が病気 (びょうき)を治す (なおす)こともできずになくなります。

5 【英語 (えいご)教育 (きょういく)】
日本 (にほん)でも英語 (えいご)教育 (きょういく)がさかんになっています。国際化 (こくさいか)するビジネスで英語力 (えいごりょく)は、当たり前 (あたりまえ)の条件 (じょうけん)になったと言われて (いわれて)います。英語 (えいご)でのコミュニケーションは世界 (せかい)の情勢 (じょうせい)となっています。英語 (えいご)独特 (どくとく)の発音 (はつおん)は、小さい (ちいさい)ころからでないと身 (み)につかないと言われます (いわれます)。小学校 (しょうがっこう)でも英語 (えいご)を使った (つかった)コミュニケーションの学習 (がくしゅう)が導入 (どうにゅう)されることが多く (おおく)なりました。だからと言って (いって)、幼稚園 (ようちえん)や小学校 (しょうがっこう)から英語 (えいご)を学習 (がくしゅう)することには賛成 (さんせい)の意見 (いけん)も反対 (はんたい)の意見 (いけん)もあります。
英語 (えいご)でなくても日本人 (にほんじん)は意志 (いし)を表示 (ひょうじ)することが苦手 (にがて)だと言われて (いわれて)います。国際 (こくさい)会議 (かいぎ)で意見 (いけん)を述べる (のべる)時 (とき)には、英語力 (えいごりょく)は絶対 (ぜったい)に必要 (ひつよう)です。そして、英語力 (えいごりょく)だけではなく、演技力 (えんぎりょく)を学ぶ (まなぶ)のも効果的 (こうかてき)であると言われて (いわれて)います。身振り (みぶり)・手振り (てぶり)・表情 (ひょうじょう)で表現 (ひょうじょう)すれば、少々 (しょうしょう)まちがえたり省略 (しょうりゃく)したりしても、相手 (あいて)には伝わる (つたわる)ものです。総合的 (そうごうてき)なコミュニケーション能力 (のうりょく)が求められて (もとめられて)います。
海外 (かいがい)に留学 (りゅうがく)させることはもちろん、移り住んで (うつりすんで)まで英語 (えいご)を身 (み)に着けさそう (つけさそう)とする親 (おや)もいます。ある日本人 (にほんじん)の家庭 (かてい)は、夫婦 (ふうふ)で英 (えい)会話 (かいわ)ができるので、子供 (こども)の英語力 (えいごりょく)を伸ばす (のばす)ために家 (いえ)の中 (なか)では英語 (えいご)で話して (はなして)いるそうです。
英語 (えいご)だけではなく、複数 (ふくすう)の言語 (げんご)を話せる (はなせる)人 (ひと)も増えて (ふえて)いるようです

6 【サッカー】
どこの国 (くに)でもさかんなスポーツはサッカーではないでしょうか。日本 (にほん)でも、野球 (やきゅう)をする人 (ひと)が減って (へって)、サッカーをする人 (ひと)が減って (へって)、サッカーをする人 (ひと)が増えて (ふえて)います。ヨーロッパの雑誌 (ざっし)や週刊誌 (しゅうかんし)では、サッカーの記事 (きじ)がたくさんのっています。
ワールドカップなどでは日本 (にほん)チームの試合 (しあい)の内容 (ないよう)の評判 (ひょうばん)が悪い (わるい)ときでも、日本 (にほん)選手 (せんしゅ)のマナーのよさがほめられることがあります。日本人 (にほんじん)の観客 (かんきゃく)がスタジアムを出る時 (とき)にごみを拾 (ひろ)って帰る (かえる)ことがニュースになったことがあります。日本人 (にほんじん)の道徳 (どうとく)心 (しん)が高い (たかい)ことは世界 (せかい)からみとめられています。
　1990年代 (ねんだい)は、日本 (にほん)代表 (だいひょう)にとって、ワールドカップに出場 (しゅつじょう)するのが精いっぱい (せいいっぱい)だった時代 (じだい)でした。日本人 (にほんじん)選手 (せんしゅ)の平均 (へいきん)身長 (しんちょう)は低く (ひくく)、強い (つよい)国 (くに)より5cm以上 (いじょう)の差 (さ)があるケースもあります。体 (からだ)の大きさはパワーの差 (さ)ですし、ヘディングは圧倒 (あっとう)的 (てき)に背 (せ)が高い (たかい)方 (ほう)が有利 (ゆうり)です。大きい (おおきい)選手 (せんしゅ)に数人がかり (すうにんがかり)で対応 (たいおう)しているうちに、体力 (たいりょく)がなくなってしまい、なかなか得点 (とくてん)ができません。しかし、最近 (さいきん)は少し (すこし)余 (よ)ゆうを持って (もって)堂々 (どうどう)と戦える (たたかえる)ようになってきました。海外で賞 (しょう)を受 (じゅ)賞 (しょう)するほどの選手も出てきました。強い国に勝った時には、日本中が大喜び (おおよろこび)です。しかし、ゆう勝 (まさる)するのは、まだまだ夢 (ゆめ)なのかもしれません。

7 【貿易 (ぼうえき)について】
昔 (むかし)から、日本 (にほん)は周り (まわり)の国々 (くにぐに)との貿易 (ぼうえき)が盛ん (さかん)でした。綿 (わた)や絹でできた布 (ぬの)や食料 (しょくりょう)をこうかんすることで商人 (しょうにん)は利益 (りえき)を得て (えて)いました。
現在 (げんざい)の日本 (にほん)は、外国 (がいこく)との貿易 (ぼうえき)で利益 (りえき)をあげて、豊か (ゆたか)な生活 (せいかつ)ができています。しかし、本当 (ほんとう)は日本 (にほん)は資 (し)げんがとぼしい国 (くに)です。金属 (きんぞく)も、日本 (にほん)国内 (こくない)ではほとんど採れず (とれず)、金銀銅をはじめ、鉄 (てっ)鉱石 (こうせき)も輸入 (ゆにゅう)に頼って (たよって)います。車 (くるま)の燃料 (ねんりょう)であるガソリンも、ほとんどが外国 (がいこく)からの輸入 (ゆにゅう)にたよっています。
また、自分 (じぶん)の国 (くに)の利益 (りえき)になることばかりを考える (かんがえる)のは危 (き)険 (けん)です。輸出 (ゆしゅつ)額 (がく)と輸入 (ゆにゅう)額 (がく)のバランスを上手 (じょうず)にとらなければ、いけません。日本 (にほん)が富 (とみ)をひとりじめして、貧しい (まずしい)国 (くに)が損 (そん)ばかりするような付き合い方 (つきあいかた)をしていると、相手国が暴力 (ぼうりょく)、つまり、戦争 (せんそう)という方法 (ほうほう)で問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)しようと考えて (かんがえて)しまうかもしれません。経済 (けいざい)的 (てき)に豊か (ゆたか)な日本 (にほん)は、世界 (せかい)の平和 (へいわ)に対して (たいして)も責任 (せきにん)があります。

8 【経済 (けいざい)について】
　日本 (にほん)は税金 (ぜいきん)が高い (たかい)ので、ほかの国 (くに)に工場 (こうじょう)や会社 (かいしゃ)をたてている企業 (きぎょう)も少なく (すくなく)ありません。そういう企業 (きぎょう)では、家族 (かぞく)を持って (もって)いても妻 (つま)や子供 (こども)、親 (おや)を日本 (にほん)において、長い間 (ながいあいだ)一人 (ひとり)で海外でくらすことをかくごが必要です。仮に (かりに)、家族 (かぞく)も海外 (かいがい)に連れて (つれて)いくにしても、住居 (じゅうきょ)や言語 (げんご)、学校 (がっこう)をどうするかなど、たくさんの課題 (かだい)が待って (まって)います。どんな職業 (しょくぎょう)につくのかは、よく考えて (かんがえて)おかないといけませんね。
グローバル化 (か)というような言葉 (ことば)がよく使われて (つかわれて)いますが、今 (いま)は、国々 (くにぐに)がお互い (おたがい)にお金 (おかね)をあずけ合い、貸し合っているような状態 (じょうたい)になっているそうです。どこかの国 (くに)の銀行 (ぎんこう)の経営 (けいえい)が苦しく (くるしく)なってつぶれてしまうと、ほかの国 (くに)にまで大きな (おおきな)損害 (そんがい)がおよんでくるような時代 (じだい)になっています。予測 (よそく)ができないところから破れ目 (やぶれめ)が広がる (ひろがる)ような事態 (じたい)となる可能性 (かのうせい)があることも報告 (ほうこく)されています。木 (き)は幹 (みき)がかれれば枝葉 (えだは)はかれますが、最近 (さいきん)は枝 (えだ)や葉 (は)がかれると幹 (みき)までがかれるような世界 (せかい)になっているようです。

9 【中国 (ちゅうごく)や韓国 (かんこく)との関係 (かんけい)】
中国 (ちゅうごく)・韓国 (かんこく)とは昔 (むかし)から友好 (ゆうこう)と戦争 (せんそう)をくり返して (くりかえして)きた歴史 (れきし)があります。悪い印象 (いんしょう)をすぐにぬぐい去ることはむずかしくても、おたがいに感情的 (かんじょうてき)にならずに、争い事 (あらそいこと)が大きく (おおきく)なりそうな場合 (ばあい)は冷静 (れいせい)になる必要 (ひつよう)があります。外交 (がいこう)にはある程度 (ていど)のがまんが必要 (ひつよう)です。逆 (ぎゃく)に、自分 (じぶん)の国 (くに)の立場 (たちば)をしっかり相手 (あいて)に伝 (つた)えることも大事 (だいじ)です。おたがいの主張 (しゅちょう)をよく聞き合って (ききあって)、許せる (ゆるせる)ところは許し合う (ゆるしあう)気持ち (きもち)が必要 (ひつよう)です。中国 (ちゅうごく)大陸 (たいりく)が日本 (にほん)列島 (れっとう)のとなりであることは、永久 (えいきゅう)に変わりません (かわりません)。おとなりが敵 (てき)で殺し (ころし)合うようではこまります。戦争 (せんそう)を防ぐ (ふせぐ)ことはできるはずです。過去 (かこ)のあやまちを二度 (ふたど)とくり返さない (くりかえさない)ようにしなければなりません。
尖閣諸島 (せんかくしょとう)や竹島 (たけしま)に関して (かんして)中国 (ちゅうごく)や韓国 (かんこく)との領土 (りょうど)問題 (もんだい)のニュース (にゅーす)が報道 (ほうどう)されています。日本 (にほん)にとって領土 (りょうど)を守る (まもる)ことが大切 (たいせつ)である一方 (いっぽう)、武力 (ぶりょく)を使う (つかう)ような争い (あらそい)を招く (まねく)結果 (けっか)にならないよう、十分 (じゅうぶん)な話し合い (はなしあい)をする必要 (ひつよう)があります。ひとたび戦争が起こってしまうと、街は粉々 (こなごな)に破 (は)壊 (かい)されてしまうでしょう。

政治 (せいじ)にまかせるだけではなく、国民 (こくみん)一人一人 (ひとりひとり)が、ふだんからの平和的 (へいわてき)な付き合い (つきあい)を築いて (きずいて)いくことが、戦争 (せんそう)にならないための準備 (じゅんび)となるのではないでしょうか。平和 (へいわ)は世界 (せかい)の財産 (ざいさん)です。

10 【海外 (かいがい)協力 (きょうりょく)】
東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)など、日本 (にほん)で大きな (おおきな)災害 (さいがい)が起こった (おこった)時 (とき)には、海外 (かいがい)からの支援 (しえん)をたくさんうけました。様々 (さまざま)な国 (くに)が、東北 (とうほく)の復旧 (ふっきゅう)・復興 (ふっこう)を祈り (いのり)、助けて (たすけて)くれたことを忘れて (わすれて)はなりません。
逆 (ぎゃく)に、日本人 (にほんじん)も海外 (かいがい)で様々 (さまざま)な支援 (しえん)活動 (かつどう)を行って (おこなって)います。外国の土地で畑 (はたけ)を耕し (たがやし)、質 (しつ)のよい肥料 (ひりょう)をまく技術 (ぎじゅつ)を提供 (ていきょう)し、貧しい (まずしい)国 (くに)の農業 (のうぎょう)生産 (せいさん)を増やして (ふやして)きた実績 (じっせき)があります。教育 (きょういく)活動 (かつどう)を助け (たすけ)、あちらこちらで講演 (こうえん)活動 (かつどう)をし、情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)しています。工場 (こうじょう)やダムといった近代化 (きんだいか)のための設備 (せつび)を作る (つくる)ことにもお金の面、技術面 (ぎじゅつめん)での協力 (きょうりょく)をしています。日本人 (にほんじん)はそうしたことに必要 (ひつよう)な資金 (しきん)を、たくさん貸し出したり (かしだしたり)、寄付 (きふ)をしたりしています。

11 【日本 (にほん)】
年 (とし)の初め (はじめ)に年 (ねん)賀状 (がじょう)を出し合い (だしあい)、桜 (さくら)の季節 (きせつ)に別れ (わかれ)と出会い (であい)があり、夏 (なつ)には花火 (はなび)、実り (みのり)の秋 (あき)には米や酒 (さけ)を神 (かみ)にささげる。俳句 (はいく)・版画 (はんが)・茶道 (さどう)など、世界 (せかい)にほこることができる技術 (ぎじゅつ)と文化 (ぶんか)。仏像 (ぶつぞう)にも手 (て)を合わせ (あわせ)、神社 (じんじゃ)・教会でも手 (て)を合わせる (あわせる)。時間 (じかん)や順序 (じゅんじょ)をしっかり守る (まもる)。そうした日本 (にほん)の国民性 (こくみんせい)、伝統的 (でんとうてき)な姿 (すがた)が、海外 (かいがい)に住んで (すんで)いる人にとっては、なつかしくなると言われます (いわれます)。日本 (にほん)の生活 (せいかつ)の快適さ (かいてきさ)とはまた別 (べつ)の心の豊か (ゆたか)な部分 (ぶぶん)もまた、見直して (みなおして)いく必要 (ひつよう)があります。
世界中 (せかいじゅう)の人 (ひと)が同じ (おなじ)空気 (くうき)をすって生きて (いきて)います。空気中 (くうきちゅう)から酸素 (さんそ)がなくなってはこまるし、二酸化炭素 (にさんかたんそ)が増える (ふえる)のは温暖化 (おんだんか)の原因 (げんいん)だと言われて (いわれて)います。羊 (ひつじ)の群れ (むれ)を飼って (かって)草原 (そうげん)で生きて (いきて)いる人 (ひと)がいる一方 (いっぽう)で、コンピュータに囲まれた (かこまれた)オフィスで働く (はたらく)人 (ひと)がいるのが現代 (げんだい)の多様な世界 (せかい)です。ネットに流れる情報 (じょうほう)は、あっという間に世界に広がり、編集 (へんしゅう)が加わります。宇宙 (うちゅう)から地球 (ちきゅう)を見れば (みれば)、国境 (こっきょう)などありません。そうした着眼点 (ちゃくがんてん)を持つことが大切です。
日本 (にほん)は海 (うみ)に囲まれた (かこまれた)島国 (しまぐに)であるため、陸 (りく)でつながってとなりの国 (くに)と国境 (こっきょう)が接して (せっして)いる国々 (くにぐに)とはまたちがった事情 (じじょう)があります。海外 (かいがい)の事情 (じじょう)をよく理解 (りかい)すると同時 (どうじ)に、日本 (にほん)の事 (こと)もよく知って (しって)おくことが今後 (こんご)の国際化 (こくさいか)に上手 (じょうず)に対応 (たいおう)していくために必要 (ひつよう)であると言えるでしょう。

· 第五 (だいご)学年 (がくねん)では、次 (つぎ)の漢字 (かんじ)も習います (ならいます)。大河 (たいが)の「河 (かわ)」、眼科 (がんか)の「眼 (め)」、編集 (へんしゅう)の「編 (へん)」。

第五学年
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